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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のビーム信号を処理するフェーズドアレイに用いるためのシステムであって、当該
フェーズドアレイは、前記複数のビーム信号の各ビーム信号を、それぞれ異なる特定の方
向に増強された対応する複数の別個のビームとして生成するものであって、
　複数の入力および対応する複数の出力を有するクレストファクタ低減（ＣＦＲ）モジュ
ールを備え、
　前記ＣＦＲモジュールは、前記複数のビーム信号に対して所定の時間にクレストファク
タ低減を実行することで、複数のＣＦＲ調整信号を生成するように構成されており、
　　前記複数の入力の各入力は、前記複数のビーム信号のうち対応する１つの異なるビー
ム信号を受信するためのものであり、
　　前記複数の出力の各出力は、前記複数の入力のうち１つの異なる入力に対応し、前記
複数のＣＦＲ調整信号のうち１つの異なるＣＦＲ調整信号を出力するためのものであり、
　　前記複数のＣＦＲ調整信号の各ＣＦＲ調整信号は、前記複数のビーム信号のうち１つ
の異なるビーム信号に対応するとともに、前記フェーズドアレイにより生成される前記複
数の別個のビームのうちの１つの異なるビームに対応しており、
　前記ＣＦＲモジュールにおいて前記複数のビーム信号に対して前記所定の時間に実行さ
れる前記クレストファクタ低減は、前記所定の時間における前記複数のビーム信号のうち
のマルチビーム信号の大きさの加重和に基づくことを特徴とするシステム。
【請求項２】
　前記ＣＦＲモジュールは、前記複数のビーム信号のうちの前記マルチビーム信号の大き
さの前記加重和を用いることで、前記複数のビーム信号のうちの前記ビーム信号の前記大
きさを低減させる時を決定するように構成されている、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記ＣＦＲモジュールの前記複数の出力に接続された送信器を更に備え、
　前記送信器は、
　　複数のアップコンバートモジュールであって、各々が前記ＣＦＲモジュールの前記複
数の出力のうち対応する異なる１つの出力に電気的に連結され、前記出力について前記Ｃ
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ＦＲ調整信号から得られる信号をアップコンバートするためのものと、
　　前記複数のアップコンバートモジュールからの信号を結合して合成信号を生成するコ
ンバイナと、
　　前記コンバイナの出力に電気的に連結された電力増幅器と
　を備える、請求項２に記載のシステム。
【請求項４】
　前記電力増幅器は、出力を有し、
　前記システムは、前記電力増幅器の出力に電気的に接続されたアンテナを更に備える、
請求項３に記載のシステム。
【請求項５】
　前記複数のビーム信号に対して実行される前記クレストファクタ低減は、前記複数のビ
ーム信号のうちの全てのビーム信号の大きさの加重和に基づく、請求項２に記載のシステ
ム。
【請求項６】
　前記複数のビーム信号のうちの全てのビーム信号の大きさの加重和は、前記複数のビー
ム信号のうちの全てのビーム信号の前記大きさの和である、請求項２に記載のシステム。
【請求項７】
　前記ＣＦＲモジュールは、複数の座標変換モジュールを備え、
　前記複数の座標変換モジュールの各座標変換モジュールは、前記複数の入力のうち１つ
の異なる対応する入力に連結され、前記入力を介して受け付けられるビーム信号の大きさ
を特定するためのものである、請求項２に記載のシステム。
【請求項８】
　前記ＣＦＲモジュールは、複数の乗算器を更に備え、
　前記複数の乗算器の各乗算器は、１つの対応する異なる座標変換モジュールに連結され
る、請求項７に記載のシステム。
【請求項９】
　前記ＣＦＲモジュールは、前記複数の座標変換モジュールの各々の座標変換モジュール
の各々から得られた信号を加算して、前記複数のビーム信号のうち全てのビーム信号の前
記大きさの前記加重和を生成する加算器を更に備える、請求項７に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記ＣＦＲモジュールは、前記複数のビーム信号のうち全てのビーム信号の前記大きさ
の前記加重和が所定の閾値を超える時を検出するためのピーク検出器を更に備える、請求
項５に記載のシステム。
【請求項１１】
　前記ＣＦＲモジュールが実行するように構成されたクレストファクタ低減は、ハードク
リッピングを含む、請求項５に記載のシステム。
【請求項１２】
　前記ＣＦＲモジュールが実行するように構成されたクレストファクタ低減は、ピークキ
ャンセルを含む、請求項２に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記ＣＦＲモジュールが実行するように構成されたクレストファクタ低減は、繰り返し
クリッピングを含む、請求項２に記載のシステム。
【請求項１４】
　フェーズドアレイシステムにおいて複数のビーム信号を処理する方法であって、当該フ
ェーズドアレイは、前記複数のビーム信号の各ビーム信号を、それぞれ異なる特定の方向
に増強された対応する複数の別個のビームとして生成するものであって、
　当該方法は、
　所定の時間に、当該所定の時間における前記複数のビーム信号の各ビーム信号の大きさ
を特定すること；
　前記所定の時間における前記複数のビーム信号の前記大きさの加重和を計算すること；
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および、
　前記複数のビーム信号に対してクレストファクタ低減を実行することで、対応する前記
所定の時間における複数のＣＦＲ調整信号を生成すること、
　を含み、ここで、
　前記所定の時間における前記複数のビーム信号に対するクレストファクタ低減は、前記
複数のビーム信号の前記大きさについて計算された前記加重和に基づいて実行され、
　前記複数のＣＦＲ調整信号の各ＣＦＲ調整信号は、前記複数のビーム信号のうちの１つ
の異なるビーム信号に対応し、かつ、フェーズドアレイにより生成された前記複数の別個
のビームのうちの１つの異なるビームに対応する、
　ことを特徴とする方法。
【請求項１５】
　前記複数のＣＦＲ調整信号の前記各ＣＦＲ調整信号を変換して複数の処理信号を生成す
ること；および、
　複数の処理された信号を結合することで、合成送信信号を生成すること、
　を更に含む、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記合成送信信号を無線送信用アンテナに送ること、
　を更に含む、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　クレストファクタ低減を実行することは、前記大きさの前記加重和を用いて、前記複数
のビーム信号のうちいずれかのビーム信号の大きさを低減する時を決定すること、を含む
、請求項１４に記載の方法。
【請求項１８】
　前記大きさの前記加重和の全ての重みは１に等しい、請求項１４に記載の方法。
【請求項１９】
　前記大きさの前記加重和における１つまたはそれ以上の重みは１に等しくない、請求項
１４に記載の方法。
【請求項２０】
　前記複数のビーム信号に対してクレストファクタ低減を実行することは、前記複数のビ
ーム信号のうち全てのビーム信号の前記大きさの前記加重和が所定の閾値を超える時を検
出することを含む、請求項１４に記載の方法。
【請求項２１】
　前記複数のビーム信号に対してクレストファクタ低減を実行することは、ハードクリッ
ピングを含む、請求項１４に記載の方法。
【請求項２２】
　前記複数のビーム信号に対してクレストファクタ低減を実行することは、ピークキャン
セルを含む、請求項１４に記載の方法。
【請求項２３】
　前記複数のビーム信号に対してクレストファクタ低減を実行することは、繰り返しクリ
ッピングを含む、請求項１４に記載の方法。
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